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の課題と自立・参加への支援」（日本語版）The “Transition Period” for
Young People in Japan and How to Support them Towards Indepen-
denceandSocialInclusion:TheAdvancementofNon-formalEducation
and Activities of NPOs and Volunteer Groups（英語版）（European
Commision、ブリティッシュ・カウンシル主催・日本外務省・国際交流基
金派遣）（2005.11.22～26）
64．地域の協働を育む新たな公民館像の探求（第17回生涯学習推進全国協議会
講演　全国公民館連合会主催）（2006.2.1）
65．生涯学習の今後と世代間交流（世代間国際交流フォーラムおよび国際研究
集会分科会報告　日本世代間交流協会主催）（2006.8.3-5）
66．教育基本法改正案と社会教育（共同公開シンポジウム「教育基本法改正案
と日本の教育─教育基本法改正問題を考える（第４回）」教育学関連15学
会共催）（2006.8.26）
67．社会教育行政と NPO の協働と地域づくり（日本社会教育学会プロジェク
ト研究「NPO と社会教育」）（2006.9.8）
68．比較成人教育研究の方法（東京大学大学院教育学研究科最終講義）於東京
大学教育学部社会教育研究室（2007.1.31）
69．生活と文化の協同を問い続けて（東京大学定年退職記念シンポジウム報告）
於東京大学赤門研究棟（2007.3.17）
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50　法政大学キャリアデザイン学部紀要第12号
70．イタリアにおける青年の移行期支援と雇用・教育政策（日本教育学会特別
課題研究）於慶応大学（2007.8.30）
71．イタリアにおける「統合的生涯学習システム」と新たな学習支援者像の形
成─学習支援をめぐる組織的・制度的基盤の検討─（日本社会教育学会第
54回研究大会自由研究発表）於東京農工大学（2007.9.9）
72．子どもと共に生き、文化を創るには（子ども劇場親子劇場全国フォーラム
基調提案）於オリンピック青少年センター（2011.11.16）
73．社会教育の現在と未来（全国美術館協議会第24回学芸員研修講義）於上野
国立美術館（2011.12.6）
74．イタリア学習社会の歴史像（第378回イタリア研究会講演）於東京文化会
館（2011.12.21）
75．地域づくり学習と新しい公共性（和歌山大学・地域連携生涯学習センター
主催「生涯学習フォーラム」）於岸和田市浪切ホール（2012.3.5）
76．私の社会教育論研究をふりかえって（東京大学大学院教育学研究科牧野篤
ゼミナール）於東京大学大学院教育学研究科生涯学習基盤経営コース研究
室（2013.5.28）
77．昔話の口承と地域文化創造（日本社会教育学会第60回研究大会自由研究発
表）於東京学芸大学（2013.9.28）
78．魚食文化の継承と地域学習のネットワークの構築─山形県庄内浜の食文化
伝道師の養成と活動を中心に─（日本社会教育学会第61回研究大会自由研
究発表）於福井大学（2014.9.27）
79．イタリアにおけるアソチアツィオニズモの伝統と社会文化（東京大学大学
院総合文化研究科　多文化共生・統合人間学プログラム（IHS）「共生の
プラクシス──市民社会と地域という思想」（教育プロジェクト招請講演）
於東京大学駒場キャンパス８号館205（2014.12.5）
80．「生涯学習と社会参加」を問い続けて（法政大学キャリアデザイン学部生
涯学習入門Ⅱ最終講義）於法政大学　富士見坂校舎309（2015.1.8）
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